
  

水道事業の広域化を見据え、サービス連携や
情報活用を支援する基盤を提供

日立 水道標準プラットフォーム
Connective OS※1

● 水道事業の広域化・統合を見据えた
  アプリ・データ連携や情報管理課題 1

● データの有効活用を目的とした
  外部システム・サービスとの連携課題 2

● さまざまなアプリケーションベンダーへの
  柔軟な対応課題 3

● 広域化・統合に向けた
  計画の具体化課題 4
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Action 日立のソリューション

Issue 課 題

❶水道事業の広域化・統合を見据えたプラットフォーム上のデータの連携や一元管理を実現

❷外部サービスとの柔軟な連携により、蓄積したデータの有効活用を実現

❸さまざまなアプリケーションベンダーによる開発・運用を支援するマルチベンダー基盤を提供

❹広域化・統合に向けた計画策定についてもご提案

日立 水道標準プラットフォーム  Connective OS※1

浄水場取水場 配水池 配水区

Connective OS※1

水道標準プラットフォーム※2

データ収集

標準機能準拠 積算アプリ

共通機能（認証、セキュリティー、・・・）

マッピングアプリ

・・・

・・・

台帳アプリ

日立独自機能

料金アプリ 積算アプリ マッピングアプリ ・・・

水道事業者 水道事業者

広域化

データ収集

さまざまなデータの一元管理

台帳アプリ アプリケーションベンダー
(サービス)

顧客既存システム
(オンプレミス)

顧客既存システム
(オンプレミス)

インターネット

台帳アプリ

業務端末

LG-WAN

LG-WAN

※1 Connective OSは、株式会社日立製作所の日本における登録商標です。
　   Connective OSは、標準仕様に準拠した水道標準プラットフォームを
　   具備し、広島県水道広域運転監視システムに採用。
　   厚労省水道情報活用システム導入支援事業に採用されました。
　   (https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001078179.pdf)
※2 水道情報活用システム標準仕様研究会の定める標準仕様に準拠した
　   プラットフォーム

■：標準仕様準拠部分(アプリ等)
■：標準仕様非準拠部分(アプリ等)
■：日立独自機能


